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１月３０日(月)６校時、秋田県由利本荘警察署生活安全課主任専門官 鈴＊＊＊少年補導職員、

小＊＊＊＊スクールサポーター、西目警察官駐在所 髙＊＊＊巡査長においでいただいて、第３回

避難訓練（不審者対応）を行いました。授業中、玄関に不審者が現れて「西目中の卒業生だ。三＊

先生と話がしたいから中に入れろ！」と刃物を振り回して校内に入ろうとしたので、すぐに校内放

送で避難指示を出して、生徒は体育館に避難しました。指示から全員の安否確認まで３分20秒でし

た。不審者に対しては、気持ちを落ち着かせる会話をして玄関の靴棚に誘導し、職員がさすまたを

使って不審者を押さえ込み、通報して到着した警察官に逮捕されるところまでの訓練を行いました。

【見知らぬ人とネットで知り合う危険性を動画で学びました】 【お礼の言葉：佐＊＊＊＊さん】

体育館に全員避難した後、由利本荘警察署の方から、①不審者対策は「いかのおすし」が基本、

②危険回避のために、外ではイヤホンは片方だけ、③一人で自宅にいる際に、簡単にドアを開けな

い、電話でも気付かれないように応答する、④絶対に戦わないですぐ逃げる、などのご指導をいた

だきました。その後、中学生がネットで知り合った人に会いに行き、プライベート写真を撮影され

て脅される動画を視聴して「SNS、ネットの危険性」についても教えていただきました。最後に、

２年Ｂ組佐＊＊＊＊さんが「人とのつながり方について、どうつながればいいのかをしっかり考え

ることができた貴重な時間でした。今日は大事なことを教えていただいてありがとうございまし

た。」とお礼の言葉を述べました。不審者はいつ現れるか分かりません。また、ネットでも絶対に

個人情報を教えてはいけません。警察の方のお願いにあったとおり、身近なルールをきちんと守る

こと、家族や学校にすぐに相談することを心がけて、犯罪に巻き込まれない生活を送りましょう。

【学校教育目標】夢を力に ～立志三訓～希望・友情・鍛練



２月３日（金）清掃終了後に生徒会主催の「ふ

れあい交流デー」が開催されました。これは、「学

年の枠を越えて、いろいろな人と交流してコミュ

ニケーションを深める」ことを目的に、生徒会総

務が企画した活動です。１年生から３年生までの

全校縦割り班を14班つくって、当日は自己紹介と

縦割り清掃箇所の確認等を行いました。

次回の２月13日（月）には、縦割り班清掃が行

われる予定です。３年生とともに過ごす日も残り

23日間となりました。１，２年生は、今のうちに

先輩からたくさん学びましょう！

○第18回環境フォト・コンテスト

「学校団体部門優良賞 西目中学校」

１年生が応募した「わ

たしのまちの○と×」（総

合）の環境フォトコンテ

ストで上記の賞をいただ

きました。おめでとう！

【１年Ａ組 三＊＊＊＊】

もし不審者に会ったら、「いかのおすし」を
守りたいし、ＳＮＳの話を聞いて、顔の知ら
ない人には深入りしないようにしたいと思い
ました。ＳＮＳは楽しいこともあるけど、危
ないことにもつながるので、使い方をもう一
度見直したいです。

【１年Ｂ組 坂＊＊＊＊】

もし、本当に不審者と会ってしまったとき
も、今日みたいに落ち着いて逃げたいです。
下校するときも一人にならないよう、友だち
と帰るようにしたいです。また、ＳＮＳの使
い方をもう一度確認したいです。今日教えて
もらったことを家族と共有したいです。

【２年Ａ組 遠＊＊＊＊】

今日、警察署員の方のお話を聞いて、不審
者に注意しようと思いました。そのために、
明るい道を使ったり、友だちと帰ったりした
いです。また、ネットを使うときにも注意し
たいと思いました。「女の人だと思っていたけ
れど、本当は男の人だった」なんてこともあ
り得るので、簡単に信じないようにしたいで
す。プライベートの写真をネットに載せる危
険性も学ぶことができました。

【２年Ｂ組 伊＊＊＊＊】

インターネットは便利だけど、使い方を間
違えると、凶器になったり、面倒なことに巻
き込まれることがあることを学びました。イ
ンターネットを使うときには、十分に気を付
けたいと思いました。
そして、不審者に出くわしたら猛ダッシュ

で逃げようと思いました。

【３年Ａ組 熊＊＊＊＊】

不審者のいない方に逃げなければいけない
ことを改めて学んだ。実際に不審者に会った
らすぐに行動に移せないと思うので、しっか
りと避難訓練のことを思い出して行動したい。
インターネットを利用するときは、常に危険
が潜んでいると思って利用するようにする。
全てを信じないようにしたいと改めて思った。

【３年Ｂ組 佐＊＊＊＊＊】

女の子の動画を見て、すごく怖いなと思い
ました。「これどうなんだろう？」とか「何こ
れ？」と思ったものは、絶対に見ないことを
これからも心がけていこうと思います。
スマホの使い方を前よりも意識して使った

り、フィルタリング機能を設定したりなど、
自分自身のために、安全に使っていこうと思
いました。


